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研 究

 難治アトピー性角結膜炎組織において免疫グロブリン遺伝子の発現の上昇
とともに、黄色ブドウ球菌に対する生体防御関連遺伝子群の発現が上昇

松田彰准教授、海老原伸行教授らの研究グループは、難治性かつ慢性重症のアトピー性角結膜炎患者
の結膜組織の微量サンプルを用 いて網羅的な遺伝子発現解析を行い、眼表面の免疫グロブリン遺伝子と
黄色ブドウ球菌感 染に対する生体防御に関連する遺伝子群の発現が上昇していることを発見しました。こ
れはアレル ゲンによる慢性刺激によって眼表面の生体防御機構が再構築されたことを示しています。本研
究成 果は眼表面での免疫グロブリン産生抑制と黄色ブドウ球菌感染制御をターゲットにした難治性アト ピー
性角結膜炎のの開発に役立つと考えられます。（Matsuda A, Asada Y, Suita N, et al. J Allergy Clin Immunol. 
2019;143(4):1610‐1614.）

主な研究内容スタッフ

1.難治アレルギー性⾓結膜炎の病態解析と
新規治療法の開発

2.視覚障害の社会疫学研究
3.遺伝性網膜疾患の病態解析 と治療研究担当教授 村上 晶
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主な研究テーマ

 高齢者の「見え方」をよくすることで社会参加を促進できる可能性
「見え方」（視覚障害）は、生活の質、自立、運動に影響を与え、転倒、けが、メンタルヘルス、

さらには認知機能、社会的機能など多くの領域と関連すると報告されています。一方、高齢
者個々人の社会参加（会やグループへの参加）は認知機能の維持に有効で、要介護予防に
なることが示されています。しかし、「見え方」と社会参加の関連については詳しく調べられて
いません。大学院生吉田悠人と平塚義宗先任准教授らは、22,291人の地域に在住する高齢
者を対象に「見え方」と社会参加の関連について調べました。
その結果、社会参加は
 見え方が「とてもよい」と1.6倍、「よい」と1.3倍に増え、「見えづらい」と0.6倍に減る

 見え方がよいと、会やグループへの参加が増え、特に「特技や経験を伝える活動」や「学
習・教養サークル」など、自発的な活動が増える

 見え方が悪いと、スポーツや趣味など、身体活動を伴う活動が減ることがわかりました。
この研究により「見え方」をよくすることで社会参加を改善できる可能性が示されました。

日本を代表する先進国では人口高齢化が加速しており、同時に「見え方」の悪い人（視覚障
害のある人）の数も増加します。「見え方」を改善する対策を進めることで、高齢者の社会参
加を促進できる可能性が示唆されています。

本成果は米国社会医学雑誌に掲載され、朝日新聞を始め多くの地方紙で報道されました。
（Yoshida Y, Hiratsuka Y, Kawachi I, Murakami A, Kondo K, Aida J. Soc Sci Med. 
2020;253:112959. doi:10.1016/j.socscimed.2020.112959）

図1： 難治性アトピー性角結膜炎の結膜組織を用
いたRNA-ｓeq法による網羅的遺伝子発現解析
患者上眼瞼に生じた増殖組織（巨大乳頭）[図中の
黄丸から抽出したRNA断片をゲノム配列上にマッ
ピングすることで遺伝子発現量を算出、対照結膜と
比較し、有意に発現が上昇した872個の遺伝子を
割り出しました[図中の緑丸］ 。



The potential of promoting social participation by improving the visual 
status of older population.
Vision reported to affect quality of life, independence and mobility, and is associated with 
many areas, including falls, injuries, mental health, as well as cognitive and social functioning. 
Social participation by individual older adults has been shown to be effective in maintaining 
cognitive functioning and preventing care needs. However, the relationship between visual 
status and social participation has not been studied in detail. We examined the relationship 
between vision and social participation among 22,291 elderly people living in the community.       
The results showed that social participation increased by 1.6 times for “excellent" vision, 1.3 
times for "good" vision, and decreased by 0.6 times for “fair/poor" vision. Better visual 
status increases participation in associations and groups, especially spontaneous activities 
such as involvement in “teaching skills /passing on experiences to others."  Poor vision was 
found to reduce activities that require physical activity, such as involvement in “sports 
groups.” This research has shown that social participation can be improved by improving 
vision. As the population of developed countries such as Japan is aging at an accelerated rate, 
the number of people with poor vision will increase. It has been suggested that measures to 
improve "vision" may help the elderly to participate in society. 
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Research

To elucidate the pathophysiological characteristics of refractory atopic keratoconjunctivitis 
(AKC), we investigated gene expression profiles using tissues of giant papillae obtained from 
patients with refractory AKC. We found upregulation of 47 immunoglobulin genes and 22 S. 
aureus infection‐related genes in refractory atopic keratoconjunctivitis tissue by RNA‐seq 
analysis, suggesting that lymphoid neogenesis and stimuli from infection are essential 
components of the disorder.
（Matsuda A, Asada Y, Suita N, et al. J Allergy Clin Immunol. 2019;143:1610‐1614.)
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Figure 1. Clinical pictures of refractory AKC 
patients (left). Volcano plots of differentially 
expressed genes (FDR<0.05, fold change>2, shown 
in purple) in RNA‐seq analysis

Figure 2. RNA-seq analysis revealed DEGs related to 
pathophysiology of refractory AKC. In addition to type 2 
inflammation related genes (black color), our study suggested 
local immunoglobulin production and host defense against S. 
Aureus (blue color) may be relevant to the pathophysiology 
of refractory AKC.

The results have been published 
in “Social Science and Medicine” 
and reported in many 
newspapers including the Asahi 
Shimbun.

（Yoshida Y, Hiratsuka Y, Kawachi
I, Murakami A, Kondo K, Aida J. 
Soc Sci Med. 2020;253:112959. 
doi:10.1016/j.socscimed.2020.112
959）

1.

2.

3.

Pathophysiological analysis of refractory allergic 
keratoconjunctivitis. 
Social epidemiological studies of visual impairment.

Pathological analysis and treatment research of inherited 
retinal diseases.
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国際学会発表 3 Mashimo K, Tamaki K, Sakanishi Y, Ebihara, NSurgical outcome of perfluorocarbon use in 27-guage pars plana vitrectomy for rhegmatogenous 
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和⽂総説 4  海⽼原伸⾏, ⼤内亜由美: 【病気とくすり2020　基礎と実践Expert's Guide】感覚器・⽪膚の病気とくすり　眼疾患　結膜炎. 薬局. 2020; 71(4): 1628-1629
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和⽂総説 14 ⼟⾄⽥　宏︓治療⽤としてのソフトコンタクトレンズの選択．あたらしい眼科. 2020︔ 37(11)︓ 1411-1415
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和⽂総説 22 猪俣武範, 岩上将夫, 中村正裕, Shiang Tina, 吉村祐輔, 藤本啓⼀, 奥村雄⼀, 江⼝敦⼦, 岩⽥七奈美, 三浦真⾥亜, 堀 賢, 平塚義宗, 内野美樹, 坪⽥⼀男, Dana
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Shokirowa H, Shu Z, Hirosawa K, Akasaki Y, Hori S, Tsubota K, Dana R, Murakami A: Machine learning-based stratification of Dry Eye Symptom
using DryEyeRhythm. 第74回⽇本臨床眼科学会, 東京, 2020年10⽉15⽇

国内学会発表 2 Akasaki Y, Eguchi A, Inomata T, Nagino K, Nakamura M, Iwagami M, Okumura Y, Fujio K, Murakami A: Heterogeneity of Eye Drop Use among Dry
Eye Individuals using DryEyeRhythm. 第74回⽇本臨床眼科学会, 東京 2020年10⽉15⽇

国内学会発表 3 太⽥俊彦, ⻄村栄⼀, ⼭根真, 松島博之︓明⽇からできる︕眼内レンズ強膜内固定術のすべて. 第43回 ⽇本眼科⼿術学会学術総会, 東京, 2020年1⽉24⽇-26⽇ (インストラ
クションコース)



国内学会発表 4 太⽥俊彦︓眼内レンズ強膜内固定術の進歩と⻑期予後. 第43回 ⽇本眼科⼿術学会学術総会, 東京, 2020年1⽉24⽇-26⽇  (シンポジウム)

国内学会発表 5 太⽥俊彦︓ 道に迷うことこそ道を知ること︕. 第43回 ⽇本眼科⼿術学会学術総会, 東京, 2020年1⽉24⽇-26⽇  (ランチョンセミナー)

国内学会発表 6 太⽥俊彦︓ 眼内レンズ偏位・脱⾅への対処法. 第43回 ⽇本眼科⼿術学会学術総会, 東京, 2020年1⽉24⽇-26⽇  (教育セミナー)

国内学会発表 7 太⽥俊彦, 江⼝秀⼀郎, ⼩早川信⼀郎, 松島博之, ⻄村栄⼀︓ IOL縫着術と強膜内固定術 A to Z. 第74回⽇本臨床眼科学会, Web開催, 2020年11⽉5⽇-12⽉6⽇ (イ
ンストラクションコース)

国内学会発表 8 海⽼原伸⾏: デュピルマブ（デュピクセント®）が著効した重症アトピー性⾓結膜炎の⼀症例. 第 4 回⽇本アレルギー学会関東地⽅会，東京，2020年11⽉28⽇

国内学会発表 9 平塚義宗，川崎 良，⼩野浩⼀，⼭⽥昌和，⼭下英俊: インストラクションコース27眼科医のための臨床疫学研究デザイン塾 臨床研究のピットフォール. 第74回⽇本臨床眼科学
会, 東京, 2020年10⽉15⽇-18⽇

国内学会発表 10 ⼟⾄⽥宏︓連続眼圧測定⽤コンタクトレンズ、トリガーフィッシュの装⽤経験. 第74回静岡県眼科医会集談会, 静岡市, 2020年1⽉18⽇

国内学会発表 11 ⼟⾄⽥宏, 林雄介, ⽮⽥千紘, 反⽥蓉⼦, 朝岡聖⼦, 市川浩平, 杉⽥丈夫, 松崎有修, 太⽥俊彦︓ 順天堂⼤学病院における⾓膜移植⼿術の変遷. ⾓膜カンファランス2020,
Web開催, 2020年4⽉15⽇〜5⽉8⽇

国内学会発表 12 ⼟⾄⽥宏︓屈折矯正⼿術講習会・オルソケラトロジー講習会,第74回⽇本臨床眼科学会, Web開催, 2020年11⽉5⽇〜12⽉6⽇(⽇本眼科学会オルソケラトロジー講習会)

国内学会発表 13 ⼟⾄⽥宏, 林雄介, ⽮⽥千紘, 反⽥蓉⼦, 朝岡聖⼦, 市川浩平, 杉⽥丈夫, 松崎有修, 太⽥俊彦︓ 順天堂静岡病院における⾓膜移植⼿術の変遷. ⾓膜カンファランス2020,
Web開催, 2020年4⽉15⽇-5⽉8⽇

国内学会発表 14 佐々⽊秀憲, ⽢利葉⼦, 奥村雄⼀, 吉⽥悠⼈: 当院眼科外来受診者のCorneal Hysteresisについての検討. 第335回症例検討会. 2020年11⽉18⽇

国内学会発表 15 梅屋玲⼦，吉⽥悠⼈，⼩野浩⼀: 網膜静脈閉塞症（RVO）患者における脳⼼⾎管イベント発⽣頻度とその危険因⼦の解析. 第74回⽇本臨床眼科学会, 東京, 2020年10⽉
15⽇-18⽇

国内学会発表 16 ⼯藤⼤介, ⼭本修太郎, 平塚義宗, 村上　晶: 新型コロナウィルスパンデミック時における順天堂医院眼科の対応. 第74回⽇本臨床眼科学会, 東京, 2020年10⽉15⽇

国内学会発表 17 ⼭⼝昌⼤, 中⾕智, ⾈⽊俊成, 村上晶: 感染性⾓膜潰瘍後の⾓膜混濁とフェムトセカンドレーザー表層⾓膜移植術. ⾓膜カンファランス2020, 東京ドームホテル, 2020年2⽉28⽇

国内学会発表 18 猪俣武範, 中村正裕, 岩上将夫, 奥村雄⼀, 藤本啓⼀, 岩⽥七奈美, 藤尾謙太, 村上晶: スマホアプリを⽤いたコンタクト関連ドライアイの⾃覚症状の⾒える化と特徴の層別化. ⾓膜
カンファランス2020, 東京. 2020年2⽉27⽇

国内学会発表 19 春⽇俊光, 平塚義宗, 横⼭利幸: ＮＤＢオープンデータを⽤いた緑内障点眼の処⽅傾向に関する検討. 第31回⽇本緑内障学会. Web開催. 2020年10⽉2⽇

国内学会発表 20 春⽇俊光, 平塚義宗, 横⼭利幸: レセプト情報のオープンデータを⽤いた⽩内障、緑内障の⼿術件数の検討.　第74回臨床眼科学会. Web開催. 2020年10⽉15⽇



国内学会発表 21 眞下圭太郎，坂⻄良仁，⽟城和範，海⽼原伸⾏: 術後眼内炎に対する硝⼦体⼿術後成績及びoptical coherence tomography像. 第59回⽇本網膜硝⼦体学会，福岡，
2020年11⽉27⽇〜29⽇

国内学会発表 22 杉⽥丈夫, ⼟⾄⽥宏, ⽮⽥千紘, 反⽥蓉⼦, 朝岡聖⼦, 市川浩平, 林雄介, 松崎有修, 太⽥俊彦︓⾓膜擦過物の検鏡が治療効果判定に役⽴った真菌性⾓膜潰瘍の1例. 第74
回静岡県眼科医会集談会, 静岡市, 2020年1⽉18⽇

国内学会発表 23 杉⽥丈夫, 太⽥俊彦, 市川浩平, 松崎有修, ⼟⾄⽥宏, ⼩野純治︓ レンティス コンフォート®とテクニス シンフォニーVBの臨床成績⽐較. 第35回 JSCRS学術総会, Web開催,
2020年7⽉1⽇-7⽉14⽇

国内学会発表 24 林雄介, ⼟⾄⽥宏, 反⽥蓉⼦, 朝岡聖⼦, 市川浩平, 杉⽥丈夫, 松崎有修, 太⽥俊彦︓全層⾓膜移植術後に⾓膜内⽪移植術を施⼯した1例. 第43回 ⽇本眼科⼿術学会学術
総会, 東京, 2020年1⽉24⽇-26⽇

国内学会発表 25 ⼤⼭裕佳⾥、⼩川俊平、福島梨沙、⼩林加苗、⾈⽊俊成、浜中輝彦　 MIGS不成功の⼀症例　第３１回⽇本緑内障学会　Web開催　2020年10⽉3⽇

国内学会発表 26 市川浩平, 太⽥俊彦, 杉⽥丈夫, 松崎有修, ⼟⾄⽥宏︓虹彩捕獲に対してsingle-pass four-throw pupilloplastyを施⾏した1例. 第35回 JSCRS学術総会, Web開催,
2020年7⽉1⽇-7⽉14⽇  (ケースレポート)

国内学会発表 27 平形寿彬, ⾜⽴啓介, 李賢喆, 安川賢, 佐伯和⼦, 奥野利明, 村上晶, 松⽥彰, 横溝岳彦: 好中球のアレルギー性結膜炎への関与の検証. 第124回⽇本眼科学会総会, 東京,
2020年4⽉16⽇

国内学会発表 28 朝岡聖⼦, 松⽥彰, 春⽇俊光, ⿊⽥浩平, 市川浩平, 林雄介, 杉⽥丈夫, 松崎有修, 平井⿇紀, ⼟⾄⽥宏, 太⽥俊彦︓ アーメド緑内障インプラント挿⼊術の術後1年の成績. 第
74回⽇本臨床眼科学会, Web開催, 2020年11⽉5⽇-25⽇

国内学会発表 29 奥村雄⼀, 猪俣武範, 岩⽥七奈美, Jaemyoung Sung, 藤尾謙太, ⾚崎安序, 村上晶: ドライアイ質問紙票における患者報告アウトカムに基づいた健康関連QOL評価の⽐較. 第
74回⽇本臨床眼科学会, 東京 2020年10⽉17⽇

国内学会発表 30 篠原⼤佑, 根岸貴志, 村上晶: 『2歳以降に⼿術を⾏った⼩児内斜視における術後両眼視機能の検討』. 第74回⽇本臨床眼科学会, 東京国際フォーラム, 2020年10⽉17⽇
（Web）

国内学会発表 31 ⾜⽴啓介, 平形寿彬, 佐々⽊⽂之, 佐伯和⼦, 李賢喆, 松⽥彰, 村上晶, 横溝岳彦: 「オメガ３脂肪酸経⼝摂取の加齢⻩斑変性マウスモデルに対する効果の検証」, 第124回⽇
本眼科学会総会, WEB開催, 2020年4⽉16⽇

国内学会発表 32 ⼩森　翼, 根岸貴志, 村上　晶: 網膜剥離術後の斜視治療. 第76回⽇本弱視斜視学会,　2020年6⽉26⽇-28⽇

国内学会発表 33 ⼩森 翼、朝岡聖⼦、⼩岩千尋、春⽇俊光、浅⽥洋輔、尾⽻澤英⼦、松⽥ 彰: アーメドバルブ術後早期の低眼圧に対してチューブ内腔にプローリンテントを挿⼊した5症例. 第31回
⽇本緑内障学会, 2020年10⽉2⽇-4⽇

国内学会発表 34 森⽥修，藤嶋さくら，安⽥向壱，渡邉慧，海⽼原伸⾏: 転移性虹彩腫瘍による続発緑内障. 第31回⽇本緑内障学会，⼤分WEB，2020年10⽉2⽇-4⽇

国内学会発表 35 森⽥修，渡邉慧，海⽼原伸⾏: サイトメガロウィルス陽性緑内障. 第74回⽇本臨床眼科学会，WEB，2020年10⽉15⽇-18⽇

国内学会発表 36 安⽥向壱，坂⻄良仁，⽟城和範，眞下圭太郎，佐久間俊郎，海⽼原伸⾏: ⽔晶体温存⼩切開硝⼦体⼿術における術後⽩内障進⾏に影響する因⼦. 第59回⽇本網膜硝⼦
体学会総会，福岡, 2020年11⽉27⽇-29⽇

国内学会発表 37 深瀬紗綾，眞下圭太郎，藤岡達彦，海⽼原伸⾏: 経験の異なる3名の術者による⽩内障⼿術の⼿術時間及び術後成績. 第43回⽇本眼科⼿術学会学術総会，東京，2020
年1⽉25⽇



国内学会発表 38 深瀬紗綾，海⽼原伸⾏: 多発⾎管炎性⾁芽腫症に合併した⾓膜周辺部潰瘍に対する結膜⾁芽腫切除の有効性. 第74回⽇本臨床眼科学会，WEB，2020年10⽉15⽇-18⽇

国内学会発表 39 ⼆宮以信，オンコスタチンMがもたらす⾓膜・結膜細胞への影響についての検討，環境医学研究所第14回若⼿研究発表会，千葉，Jan 24, 2020

国内学会発表 40 酒⾒郁圭, ⼩野浩⼀, 梅屋玲⼦, 古賀暖⼦, 吉⽥悠⼈: 順天堂東京江東⾼齢者医療センター眼科におけるインシデント報告の解析結果報告. 第124回⽇本眼科学会総会, 東
京, 2020年4⽉16⽇-19⽇

国内学会発表 41 吉⽥悠⼈, 梅屋玲⼦, ⼩野浩⼀: 視覚障害と転倒の関連性についての検討. 第335回症例検討会. 東京, 2020年11⽉18⽇.

国内学会発表 42 眞⼸京, 横⼭利幸: 当院における⼩児緑内障臨床像の検討. 第45回⽇本⼩児眼科学会. Web開催. 2020年7⽉3⽇

国内学会発表 43 光畑みずほ，井上賢治、阿部⻯三郎，海⽼原伸⾏: 樹氷状網膜⾎管炎（特発性・続発性）のＦＡＧ・ＯＣＴＡ像. 第74回⽇本臨床眼科学会，WEB，2020年10⽉15⽇-18⽇

国内学会発表 44 松崎絵⾥⼦、⽯⽥誠夫、⼤⼭裕佳⾥、福島梨沙、⼩林加苗、⾈⽊俊成、浜中輝彦: 原発閉塞隅⾓緑内障の臨床所⾒と隅⾓の不可逆的変化. 第31回⽇本緑内障学会 Web開
催, 2020年10⽉2⽇

国内学会発表 45 反⽥蓉⼦, 朝岡聖⼦, 市川浩平, 林雄介, 杉⽥丈夫, 松崎有修, ⼟⾄⽥宏, 太⽥俊彦︓ iMics1(MP70)の強膜内固定術後成績. 第43回 ⽇本眼科⼿術学会学術総会, 東京,
2020年1⽉24⽇-26⽇

国内学会発表 46 ⼩岩千尋, 朝岡聖⼦, ⼩森翼, 春⽇俊光, 浅⽥洋輔, 本⽥理峰, 松⽥彰: ⽑様溝から挿⼊した緑内障ロングチューブ⼿術の成績. 第31回⽇本緑内障学会. Web開催. 2020年
10⽉2⽇

国内学会発表 47 藤尾謙太, 猪俣武範, 中村正裕, 岩上将夫, 奥村雄⼀, 海⽼原伸⾏, 村上晶: スマホアプリアレルサーチを⽤いた患者・市⺠参画の推進による双⽅向性の研究の実現. 第74回⽇本
臨床眼科学会, 東京 2020年10⽉16⽇

国内学会発表 48 藤嶋さくら: Adalimumabに抵抗したRPC. 第74回⽇本臨床眼科学会，WEB，2020年10⽉15⽇-18⽇

国内学会発表 49 藤嶋さくら，坂⻄良仁，海⽼原伸⾏; 両眼裂孔原性網膜剥離を⽣じ左右で違う経過を辿ったstickler症候群の1例. 第59回⽇本網膜硝⼦体学会，福岡，2020年11⽉27⽇-29⽇

国内学会発表 50 ⼤場絢加, 武居敦英, 横⼭利幸:三叉神経鞘腫摘出後も重度の外転神経⿇痺が残存した⼀例. 第58回⽇本神経眼科学会. Web開催. 2020年11⽉6⽇

国内学会発表 51 ⾚崎安序, 江⼝敦⼦, 猪俣武範, 梛野健, 中村正裕, 岩上将夫, 奥村雄⼀ , 藤尾謙太 , 村上 晶: 症候性ドライアイ患者の点眼薬使⽤状況の解析: iPhoneアプリを⽤いた⼤規模
臨床研究, 第７４回⽇本臨床眼科学会, 東京国際フォーラム, 2020年10⽉15⽇

国内学会発表 52 ⻩天翔, 平形寿彬, 井上亮, ⼭本修太郎, 平塚義宗, 村上晶: 東京緊急事態宣⾔下の網膜剥離. 第59回⽇本網膜硝⼦体学会, 福岡, 2020年11⽉28⽇

国内学会発表 53 中村藍, 井上亮, 平形寿彬, ⼭本修太郎, 平塚義宗, 村上晶: 滲出性加齢⻩斑変性に対する抗VEGF薬投与間隔規定因⼦の検討. 第59回⽇本網膜硝⼦体学会，福岡,
2020年11⽉28⽇

国内学会発表 54 岸下秀太，坂⻄良仁，森⽥修，安⽥向壱，海⽼原伸⾏: 網膜静脈分枝閉塞症に対するラニビズマブとアフリベルセプト硝⼦体内注射の脈絡膜への影響. 第59回⽇本網膜硝⼦体
学会，福岡，2020年11⽉27⽇-29⽇



国内学会発表 55 ⿊⽥ 浩平, 太⽥ 俊彦, 反⽥ 蓉⼦, 朝岡 聖⼦, 市川 浩平, 林 雄介, 杉⽥ 丈夫, 松崎 有修, 平井 ⿇紀, ⼟⾄⽥ 宏︓ Z-fixation technique の術後成績. 第74回⽇本臨床
眼科学会, Web開催, 2020年11⽉5⽇-25⽇

国内学会発表 56 ショキロワ　フラムホン, 猪俣武範, 奥村雄⼀, 藤本啓⼀, 村上 晶: κオピオイド点眼による⾓膜⾎管新⽣の抑制効果の検討. ⾓膜カンファランス2020, 東京. 2020年2⽉27⽇

国内学会発表 57 佐渡⼀成, 佐渡眞樹, 川畑⼀利, 猪俣武範: コンタクトレンズ処⽅・販売に関する Internet of Medical Things (IoMT)のセキュリティについて. 第124回⽇本眼科学会総会, 東
京, 2020年4⽉17⽇.

国内学会発表 58 三宅 正裕, 猪俣 武範, 加藤 浩晃, 秋⼭ 雅⼈: これからの「テクノロジー×臨床」の話をしよう シーズン4. 第74回⽇本臨床眼科学会, 東京 2020年10⽉15⽇

国内学会発表 59 ⼩川 葉⼦, ⼭⼝ 昌彦, 細⾕ 友雅, 猪俣 武範, 清⽔ 映輔, ⽮津 啓: 免疫性疾患と難治性ドライアイ症例への対策 Part II. 第74回⽇本臨床眼科学会, 東京 2020年10⽉16
⽇

国内学会発表 60 鈴村⽂那, 兼⼦裕規, 奥野利明, 平形寿彬, ⼩沢洋⼦, 野々部典枝, ⽚岡恵⼦, 清⽔英幸, 南波⾥奈, ⼭⽥和久, 寺崎浩⼦: 糖尿病モデル動物における18-HEPEによるBDNF
を介した神経細胞保護効果. 第124回⽇本眼科学会総会, 東京, 2020年4⽉16⽇

国内学会発表 61 ⾼丹, 平形寿彬, 村上晶: CRX遺伝⼦バリアントが検出された⻩斑ジストロフィの３症例. 第124回⽇本眼科学会総会, 東京, 2020年4⽉17⽇

国内学会発表 62 ⼩野純治, ⼟⾄⽥宏, 太⽥俊彦︓レンティス コンフォート®とテクニス シンフォニーVBの臨床成績⽐較. 第74回静岡県眼科医会集談会, 静岡市, 2020年1⽉18⽇

国内学会発表 63 鈴⽊久晴, 稲村幹夫, 太⽥俊彦, 市川⼀夫︓ CCCを極める!. 第43回 ⽇本眼科⼿術学会学術総会, 東京, 2020年1⽉24⽇-26⽇ (インストラクションコース)

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 Matsuda A: Decision making when things fail. Instruction course 2. 10th International congress of glaucoma surgery. London. Feb 6, 2020

特別講演・
招待講演 2 Inomata T: Medical care in the Society 5.0. 2020 China-ASEAN Forum on Hospital Management Cooperation. 中国. 2020年11⽉24⽇.

特別講演・
招待講演 3 Inomata T: New medical Big Data for P4 Medicine: Crowdsourced research using mobile health. Getting the most from Big Data Sets: Where to find

them and how to use them effectively, ARVO virtual conference. 2020年12⽉9⽇.

特別講演・
招待講演 4 横⼭利幸: ⼩児眼疾患の診察・治療の特殊性. 湘⻄眼科アカデミー, 相模⼤野, 2020年10⽉29⽇

特別講演・
招待講演 5 太⽥俊彦: 眼内レンズ強膜内固定 T-fixation technique. 眼内レンズ強膜内固定&強膜縫着固定術Ver.2020（総会⻑企画）. 第43回 ⽇本眼科⼿術学会学術総会, 東京,

2020年1⽉24⽇-1⽉26⽇
特別講演・
招待講演 6 海⽼原伸⾏: アレルギー性結膜疾患をめぐる最近の話題2020，ふじのくに眼科フォーラム，静岡，2020年1⽉16⽇



特別講演・
招待講演 7 海⽼原伸⾏: スギ花粉シーズンにおける点眼治療〜注意点を交えて〜. 第4回葛南地区花粉症勉強会，千葉，2020年2⽉6⽇

特別講演・
招待講演 8 海⽼原伸⾏: アレルギー性結膜疾患をめぐる最近の話題2020. 第2回MTGB，東京，2020年2⽉21⽇

特別講演・
招待講演 9 海⽼原伸⾏: 重症アレルギー性結膜疾患の病態・治療の最前線. 第3回筑後眼科アップデートセミナー, 2020年7⽉5⽇（web）

特別講演・
招待講演 10 海⽼原伸⾏: Treatment of severe allergic conjunctivitis in Japan, focus on immunosuppressive eye drops. 第69回⽇本アレルギー学会学術⼤会 World 

Allergy Organizationシンポジウム，2020年9⽉17⽇-9⽉20⽇（web）
特別講演・
招待講演 11 松⽥　彰: ⽑様溝から⼊れるロングチューブ. 第３１回⽇本緑内障学会教育セミナー, ⼤分市, 2020年10⽉4⽇（web開催）

特別講演・
招待講演 12 松⽥　彰: アトピー緑内障の病態と治療戦略. 第７４回⽇本臨床眼科学会シンポジウム（アトピー診療最前線）, 東京,　2020年10⽉17⽇（web開催）

特別講演・
招待講演 13 松⽥　彰: 眼アレルギーとペリオスチン.　第３回⽇本眼アレルギー学会シンポジウム, 福岡市,　2020年12⽉６⽇（web開催）

特別講演・
招待講演 14 ⼟⾄⽥　宏: コンタクトレンズに関する医療情報． 2020年度 ⽇本コンタクトレンズ協会主催　コンタクトレンズ営業所管理者継続研修，Web開催，2020年10⽉-11⽉

特別講演・
招待講演 15 佐久間俊郎: ⽔晶体及び眼内レンズの拾い⽅. 第43回⽇本眼科⼿術学会学術総会　教育セミナー8⽔晶体落下・眼内レンズ脱⾅に対する対処，東京，2020年1⽉25⽇

特別講演・
招待講演 16 猪俣武範: ドライアイの多様性の解明: モバイルヘルスによるクラウド型⼤規模臨床研究. 第１回⽇本眼科AI学会総会, 福岡2020年11⽉29⽇.

特別講演・
招待講演 17 猪俣武範: スマホアプリを⽤いた新しい医療ビッグデータ解析によるドライアイ未診断者の特徴の解明: モバイルヘルスを⽤いたP4 Medicineの実現. Dry Eye Research Award受賞

講演, 第74回⽇本臨床眼科学会, 東京 2020年10⽉15⽇.
特別講演・
招待講演 18 猪俣武範: Society5.0時代の医療: モバイルヘルスを⽤いたP4 Medicineの実現. ⽇経クロスヘルスEXPO2020. 東京 2020年10⽉14⽇.

特別講演・
招待講演 19 猪俣武範: スマホアプリを⽤いたクラウド型⼤規模臨床研究によるドライアイの多様な症状の⾒える化と層別化による個別化医療の実現. 第111回富⼭⼤学眼科臨床カンファレンス.

2020年8⽉8⽇.
特別講演・
招待講演 20 猪俣武範: モバイルヘルスを⽤いたP4 Medicineの実現, Japan XR Science Forum 2020 in US Midwest , ウェブ開催, 2020年7⽉12⽇.

特別講演・
招待講演 21 Inomata T: Advances in diagnosis and therapies in anterior segment and nasolacrimal duct diseases, Mobile health and Dry Eye Disease for

Personalized Medicine, 第124回⽇本眼科学会総会, 東京, 2020年4⽉17⽇.
特別講演・
招待講演 22 Inomata T: Large-Scale Crowdsourced Research Using iPhone Application DryEyeRhythm, 第124回⽇本眼科学会総会, 東京, 2020年4⽉17⽇.

特別講演・
招待講演 23 猪俣武範: 新しい医療ビッグデータへのパラダイムシフト〜スマホアプリを⽤いたクラウド型⼤規模臨床研究による個別医療に向けたエビエンスの創出, 雪明・新潟眼科フォーラム, 新潟,

2020年2⽉23⽇.



特別講演・
招待講演 24 猪俣武範: 新しい医療ビッグデータへのパラダイムシフト, 東九州メィディカルバレー構想推進⼤会, 宮崎, 2020年2⽉14⽇.

特別講演・
招待講演 25 猪俣武範: スマホアプリを⽤いたクラウド型⼤規模臨床研究によるドライアイの多様な症状の⾒える化と個別化医療に向けたエビデンスの創出. 第21回沖縄眼フロンティア, 2020年1⽉

25⽇.
特別講演・
招待講演 26 坂⻄良仁: ⾓膜穿孔例の⼿術. ⻁⾺会，⻑崎，2020年12⽉6⽇

特別講演・
招待講演 27 坂⻄良仁: 強膜バックリング⼿術の適応と主義. 第43回⽇本眼科⼿術学会学術総会　教育セミナー15網膜剥離，東京，2020年1⽉26⽇

特別講演・
招待講演 28 坂⻄良仁: 強膜内固定. Deep-dive Surgical Seminar，新潟，2020年2⽉1⽇

特別講演・
招待講演 29 坂⻄良仁: 糖尿病網膜症のABC〜診断から治療まで〜. 糖尿病性腎症フォーラム2020，千葉，2020年2⽉4⽇

特別講演・
招待講演 30 坂⻄良仁: ⽔晶体温存硝⼦体⼿術. 硝⼦体⼿術フォーラム Winter Vitrectomy Meeting，北海道，2020年2⽉7⽇

特別講演・
招待講演 31 坂⻄良仁: 増殖糖尿病網膜症　硝⼦体⼿術. F.N.O workshop，WEB，2020年6⽉14⽇

特別講演・
招待講演 32 坂⻄良仁: ⾎管新⽣緑内障治療への挑戦. 第7回Urayasu Macular CLUB，WEB，2020年9⽉25⽇

特別講演・
招待講演 33 坂⻄良仁: 当院の網膜静脈閉塞症治療について，RETINAフォーラムin船橋，千葉，Oct 23, 2020

特別講演・
招待講演 34 坂⻄良仁: 様々な視点から⾒た網膜静脈閉塞症，Novartis Pharma RVO Web Symposium，WEB，Nov 12, 2020

特別講演・
招待講演 35 坂⻄良仁: 最適なBRVO治療のタイミングを⻑期視点から考える，Ophthalmology Web Conference，WEB，Nov 25, 2020

特別講演・
招待講演 36 眞下圭太郎: 網膜剥離，Deep-dive Surgical Seminar，新潟，Feb 1, 2020

特別講演・
招待講演 37 眞下圭太郎: 脈絡膜は復位するのか，硝⼦体⼿術フォーラム Winter Vitrectomy Meeting，北海道，Feb 8, 2020

特別講演・
招待講演 38 眞下圭太郎: 当院の⽩内障⼿術について〜レンティスコンフォートの使⽤経験を交えて〜，第13回千葉眼科プライマリーケア研究会，千葉，Feb 13, 2020

特別講演・
招待講演 39 眞下圭太郎: 順天堂⼤学浦安病院の硝⼦体⼿術について，RETINAフォーラムin船橋，千葉，Oct 23, 2020

特別講演・
招待講演 40 眞下圭太郎: 糖尿病網膜症の最近の⼿術治療について，糖尿病眼科フォーラムin浦安，千葉，Oct 30, 2020



区分 番号 発明者名, 発明の名称, 出願番号 国際共同

知的財産権の出
願・取得等 1 村上 晶, 猪俣武範, 斎藤 毅, ⻑瀬博. ⾓膜⾎管新⽣抑制薬, 特願2020-175810.

知的財産権の出
願・取得等 2 村上 晶, 猪俣武範. ドライアイの簡易検査⽅法.  特願2020-162122.

知的財産権の出
願・取得等 3 村上 晶, 奥村雄⼀, 猪俣武範. 点眼液の製造法. 特願2020-164360.

知的財産権の出
願・取得等 4 稲垣　精⼀, 岡本　直幸, 猪俣武範. 加齢⻩斑変性のリスク評価⽅法及びシステム. 【特許番号】第6629782号.【発⾏⽇】2020年1⽉15⽇

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 横⼭利幸: 勤務医の労働環境. ⽇本の眼科. 2020; 91(8): 1205-1206

その他
（広報活動を含む）

2 海⽼原伸⾏: Dupilumabの結膜炎をめぐる光と影. アレルギーの臨床・北隆館、2020: 40(5): 339

その他
（広報活動を含む）

3 平塚義宗: 眼科医療で健康寿命延伸を. ⽇本眼科医会第78回⽣涯教育講座　超⾼齢時代の眼科診療　令和2年春　69-76

その他
（広報活動を含む）

4 平塚義宗︓⽩内障⼿術の健康寿命の関連についての検討. 厚⽣労働科学研究費補助⾦ 循環器疾患・糖尿病等⽣活習慣病対策総合事業 「成⼈眼科検診による眼科疾患の重
症化予防効果及び医療経済学的評価のための研究」（研究代表者︓⼭⽥昌和19FA1010）令和1年度分担研究報告書︓2020

その他
（広報活動を含む）

5
平塚義宗、佐藤栄治、⽩根雅⼦、⾼野繁︓スマートサイトによるロービジョンケア連携システム構築に関する研究 総括報告書. 国⽴研究開発法⼈ ⽇本医療研究開発機構(AMED) 
障害者対策総合研究開発事業「スマートサイトによるロービジョンケアの連携システム構築に関する研究」（研究代表者︓平塚義宗 17-19dk0310183）平成29〜令和元年度　委
託研究成果報告書︓2020

その他
（広報活動を含む）

6
平塚義宗、⽩根雅⼦、⾼野繁︓ロービジョンケア関連施設が協働を検討している地域資源に関する研究. 国⽴研究開発法⼈ ⽇本医療研究開発機構(AMED) 障害者対策総合研
究開発事業「スマートサイトによるロービジョンケアの連携システム構築に関する研究」（研究代表者︓平塚義宗 17-19dk0310183）平成29〜令和元年度　委託研究成果報告
書︓2020

その他
（広報活動を含む）

7 平塚義宗、⽩根雅⼦、⾼野繁︓スマートサイト作成講習会の計画と実施．国⽴研究開発法⼈ ⽇本医療研究開発機構(AMED) 障害者対策総合研究開発事業「スマートサイトによ
るロービジョンケアの連携システム構築に関する研究」（研究代表者︓平塚義宗 17-19dk0310183）平成29〜令和元年度　委託研究成果報告書︓2020



その他
（広報活動を含む）

8 平塚義宗、⽩根雅⼦、⾼野繁︓スマートサイト作成講習会アンケート結果の検討．国⽴研究開発法⼈ ⽇本医療研究開発機構(AMED) 障害者対策総合研究開発事業「スマート
サイトによるロービジョンケアの連携システム構築に関する研究」（研究代表者︓平塚義宗 17-19dk0310183）平成29〜令和元年度　委託研究成果報告書︓2020

その他
（広報活動を含む）

9 平塚義宗、⽩根雅⼦、⾼野繁︓スマートサイトの現状．国⽴研究開発法⼈ ⽇本医療研究開発機構(AMED) 障害者対策総合研究開発事業「スマートサイトによるロービジョンケアの
連携システム構築に関する研究」（研究代表者︓平塚義宗 17-19dk0310183）平成29〜令和元年度　委託研究成果報告書︓2020

その他
（広報活動を含む）

10
平塚義宗、佐々⽊秀憲、井上亮、⼯藤⼤介、武居敦英、永井春彦、⽩根雅⼦、⾼野繁︓スマートサイトに記載されるべき内容についての検討. 国⽴研究開発法⼈ ⽇本医療研究開
発機構(AMED) 障害者対策総合研究開発事業「スマートサイトによるロービジョンケアの連携システム構築に関する研究」（研究代表者︓平塚義宗 17-19dk0310183）平成29
〜令和元年度　委託研究成果報告書︓2020

その他
（広報活動を含む）

11 平塚義宗、⽩根雅⼦、⾼野繁︓⽇眼医ロービジョンケアサイトの作成．国⽴研究開発法⼈ ⽇本医療研究開発機構(AMED) 障害者対策総合研究開発事業「スマートサイトによる
ロービジョンケアの連携システム構築に関する研究」（研究代表者︓平塚義宗 17-19dk0310183）平成29〜令和元年度　委託研究成果報告書︓2020

その他
（広報活動を含む）

12 平塚義宗:⼈⽣100年時代の「眼」の守り⽅　第1回　よく⾒える眼を維持すれば、健康寿命は延ばせる　⽇経Goodday 2020年4⽉1⽇

その他
（広報活動を含む）

13 平塚義宗:⼈⽣100年時代の「眼」の守り⽅　第2回 眼底検査で眼の病気を早く⾒つければ、健康寿命は延びる. ⽇経Goodday 2020年4⽉6⽇

その他
（広報活動を含む）

14 平塚義宗:⼈⽣100年時代の「眼」の守り⽅　第3回 メガネ・コンタクトレンズは2〜3年に1度は買い替えよう　⽇経Goodday 2020年4⽉10⽇

その他
（広報活動を含む）

15 平塚義宗:⾼齢者の眼こそ社会参加のカギ　Lohas Medical 2020年9⽉18-19

その他
（広報活動を含む）

16 平塚義宗:⾒え⽅は認知症に関連　⽇刊現代　2020年8⽉29⽇

その他
（広報活動を含む）

17 平塚義宗︓眼がよく⾒えるシニア活発　順天堂⼤研究者ら分析　趣味・町会・・・参加増える傾向 2020年7⽉1⽇朝⽇新聞

その他
（広報活動を含む）

18 平塚義宗︓視⼒良いほど社会参加　順天堂⼤チーム⾼齢者2万⼈分析　2020年7⽉13⽇　⼭梨⽇⽇新聞

その他
（広報活動を含む）

19 平塚義宗︓趣味や運動の⾃発的参加・・・⾼齢者「⾒え⽅」が関連　2万⼈分析　2020年　7⽉21⽇下野新聞

その他
（広報活動を含む）

20 平塚義宗︓社会活動加　視覚が関連　⾼齢者2万⼈を調査　2020年7⽉22⽇　埼⽟新聞

その他
（広報活動を含む）

21 平塚義宗︓社会活動加　視機能関連　⾼齢者2万⼈余分析　2020年7⽉22⽇　南⽇本新聞



その他
（広報活動を含む）

22 平塚義宗︓視⼒いいシニアは活動的　順天堂⼤チーム、2万⼈余を分析　趣味・運動の参加度⾼く　2020年7⽉23⽇神⼾新聞

その他
（広報活動を含む）

23 平塚義宗︓社会活動加　視覚が関連　⾼齢者2万⼈余を調査　2020年7⽉23⽇　⽇本海新聞

その他
（広報活動を含む）

24 平塚義宗︓「視⼒良好」社会活動も活発　順天堂のチーム、⾼齢者2万⼈を調査　2020年7⽉24⽇信濃毎⽇新聞

その他
（広報活動を含む）

25 平塚義宗︓「⽬がいい」⾼齢者は多趣味　順天堂⼤　2.2万⼈データ分析　2020年7⽉24⽇⾼知新聞

その他
（広報活動を含む）

26 平塚義宗︓社会活動、「⾒え⽅」で差　⾼齢者、良好なほど参加　順⼤チーム　2020年7⽉27⽇秋⽥魁新報

その他
（広報活動を含む）

27 平塚義宗︓社会活動に⽬の健康が関連　⾼齢者2万⼈を分析　2020年7⽉27⽇⼤分合同新聞

その他
（広報活動を含む）

28 平塚義宗︓社会活動参加　視覚が関連　⽬の健康の重要度⽰す　2020年7⽉28⽇沖縄タイムス

その他
（広報活動を含む）

29 平塚義宗︓⾼齢者の社会活動　視覚で参加率に差　治療で増える可能性　2020年7⽉30⽇東京新聞

その他
（広報活動を含む）

30 平塚義宗︓⾼齢者の社会参加　⽬の⾒え⽅が関連　2万2千⼈を分析　2020年8⽉3⽇⼭形新聞

その他
（広報活動を含む）

31 平塚義宗︓⾼齢者「よく⾒える」ほど活動的　2020年8⽉3⽇　福島⺠友

その他
（広報活動を含む）

32 平塚義宗︓社会活動参加、視覚が関連　順天堂⼤チーム　⾼齢者2万余分析　2020年8⽉3⽇⻑崎新聞

その他
（広報活動を含む）

33 平塚義宗︓社会活動参加、「⾒え⽅」に⽐例　順天堂⼤チーム　⾼齢者2万2千⼈を分析　2020年8⽉4⽇熊本⽇⽇新聞

その他
（広報活動を含む）

34 平塚義宗︓⽬がよく⾒える⾼齢者　社会活動参加度合い多い　⾃治体調査2.2万⼈分析　2020年8⽉4⽇　⼭陽新聞

その他
（広報活動を含む）

35 平塚義宗︓社会活動、「⾒え⽅」が関係　⾼齢者2万⼈余分析　順天堂⼤　2020年8⽉5⽇琉球新報

その他
（広報活動を含む）

36 平塚義宗︓眼がよく⾒えると活動的? 順天堂⼤チーム　⾼齢者2,2万⼈分析2020年8⽉7⽇　岩⼿⽇報

その他
（広報活動を含む）

37 平塚義宗︓「⾒える」ほど社会活動　⾼齢者の視覚調査　2020年8⽉10⽇　上⽑新聞

その他
（広報活動を含む）

38 平塚義宗︓⽬の健康具合　活動量に直結　⾒える⼈ほど社会参加増　予防・治療で⼼⾝元気に　順⼤チーム⾼齢者2.2万⼈分析　2020年8⽉12⽇　河北新報



その他
（広報活動を含む）

40 ⼟⾄⽥ 宏︓私の処⽅　私の治療　第37回　レーシック術後に対するCL処⽅．識者のコメント165-166, 2020

その他
（広報活動を含む）

41 ⼟⾄⽥ 宏︓ ⾓膜ケア．東京新聞・中⽇新聞　⽣活⾯　2020年4⽉21⽇号

その他
（広報活動を含む）

42 ⼟⾄⽥ 宏︓ TODAYʼS FOCUS「テレワーク中のドライアイについて」Japan FM Network, Oh! Happy Morning．　2020年5⽉6⽇放送

その他
（広報活動を含む）

43 ⼟⾄⽥ 宏︓ 在宅勤務で悪化する⽬の疲れを改善する．⽇刊ゲンダイ ⽣活⾯　2020年5⽉12⽇号

その他
（広報活動を含む）

44 ⼟⾄⽥ 宏︓ 連続眼圧測定⽤コンタクトレンズ、トリガーフィッシュの装⽤経験，眼臨紀. 2020︔13(6)︓ 443

その他
（広報活動を含む）

45 ⼟⾄⽥ 宏︓ テレワークであなたの⽬は⼤丈夫︖　NHKテレビ　ひるまえほっと　2020年6⽉29⽇放送

その他
（広報活動を含む）

46 ⼟⾄⽥　宏︓ ⽇常⽣活オンライン化、ドライアイに注意　朝⽇新聞朝刊　2020年7⽉2⽇号

その他
（広報活動を含む）

47 ⼟⾄⽥　宏︓ テレワークと眼精疲労。美楽　2020年10⽉号　14-18　株式会社美楽界

その他
（広報活動を含む）

48 ⼩野浩⼀: 「健康関連QOL評価と費⽤対効果」　AMDと地域医療を考える会 in 江⼾川区・江東区　web講演会　2020年10⽉30⽇

その他
（広報活動を含む）

49 ⼯藤⼤介: JUNTENDO SPORTS 特集記事　「スポーツビジョン研究でアスリートをサポート︕順天堂医院 眼科スポーツドクターの挑戦」　2020年10⽉20⽇掲載

その他
（広報活動を含む）

50 ⼯藤⼤介: Medical Technology&Simulation Center Class practice using simulation ５ （シミュレーターを使⽤した授業実践レポート）【眼科BSL（M5）】, 2020年
11⽉24⽇掲載

その他
（広報活動を含む）

51 猪俣武範: 東京がめざす「スタートアップ都市」. ⽇本経済新聞　2020年11⽉12⽇.

その他
（広報活動を含む）

52 猪俣武範: 過酷救急医療⼿厚く. 共同通信. 2020年2⽉8⽇.

その他
（広報活動を含む）

53 猪俣武範: 医師の働き⽅改⾰. AERA. 2020年2⽉29⽇.

その他
（広報活動を含む）

54 猪俣武範: マイボーム腺機能不全について. ためしてガッテン. NHK. 2020年7⽉22⽇.

その他
（広報活動を含む）

55 猪俣武範: スマホアプリドライアイリズムについて. ⽉刊クリニックばんぶう2020年5⽉号.

その他
（広報活動を含む）

56 杉⽥丈夫, ⼟⾄⽥ 宏, ⽮⽥千紘, 反⽥蓉⼦, 朝岡聖⼦, 市川浩平, 林 雄介, 松崎有修, 太⽥俊彦︓⾓膜擦過物の検鏡が治療効果判定に役⽴った真菌性⾓膜潰瘍の1例. 眼
臨紀. 2020;  13(6): 442



その他
（広報活動を含む）

57 市川浩平, 朝岡聖⼦, 林 雄介, 東千晶, 反⽥蓉⼦, 杉⽥丈夫, 松崎有修, 平井⿇紀, ⼟⾄⽥ 宏, 太⽥俊彦︓ iMics1(MP70)の術後早期成績. 眼臨紀. 2020︔ 13(1)︓
65

その他
（広報活動を含む）

58 朝岡聖⼦, 松⽥ 彰, 東 千晶, 反⽥蓉⼦, 市川浩平, 林 雄介, 杉⽥丈夫, 松崎有修, 平井⿇紀, ⼟⾄⽥ 宏, 太⽥俊彦︓ 当院におけるアーメド緑内障インプラント挿⼊術の術後1
年の成績. 眼臨紀. 2020︔ 13(1)︓ 65

その他
（広報活動を含む）

59 吉⽥悠⼈, 平塚義宗, Ichiro Kawachi, 村上晶, 近藤克則, 相⽥潤: ⾼齢者を対象とした「⾒え⽅」と社会参加の関連性についての検討: JAGES横断研究. ⽇眼会誌. 外国誌要
覧. 11⽉号（令和2年11⽉10⽇発⾏）

その他
（広報活動を含む）

60 藤本啓⼀︓⽇本学術振興会 科学研究費助成事業 研究活動スタート⽀援採択 20K22985 『体外培養した⾻髄由来免疫抑制細胞による⾼リスク⾓膜移植後の新規免疫寛容
療法の開発』, 2020

その他
（広報活動を含む）

61
松島梨恵、柳⽣夏実、平塚義宗、廣瀬祐⼦、佐々⽊秀憲、村上晶︓視覚障害者におけるロービジョンケア関連ニーズに関する研究. 国⽴研究開発法⼈ ⽇本医療研究開発機構
(AMED) 障害者対策総合研究開発事業「スマートサイトによるロービジョンケアの連携システム構築に関する研究」（研究代表者︓平塚義宗 17-19dk0310183）平成29〜令和
元年度　委託研究成果報告書︓2020

その他
（広報活動を含む）

62
中野匡、阿久根陽⼦、後藤励、平塚義宗、⼭⽥昌和︓緑内障検診の⽅式別の精度評価、医療経済学的評価. 厚⽣労働科学研究費補助⾦ 循環器疾患・糖尿病等⽣活習慣病
対策総合事業 「成⼈眼科検診による眼科疾患の重症化予防効果及び医療経済学的評価のための研究」（研究代表者︓⼭⽥昌和 19FA1010）令和1年度分担研究報告書︓
2020

その他
（広報活動を含む）

63 横⼭徹爾、平塚義宗、⼭⽥昌和︓特定健診の⾒直しによる眼底検査の動向. 厚⽣労働科学研究費補助⾦ 循環器疾患・糖尿病等⽣活習慣病対策総合事業 「成⼈眼科検診によ
る眼科疾患の重症化予防効果及び医療経済学的評価のための研究」（研究代表者︓⼭⽥昌和19FA1010）令和1年度分担研究報告書︓2020

その他
（広報活動を含む）

64
⼭⽥昌和、平塚義宗、川崎良、横⼭徹爾、⽥村寛、中野匡、⾼野繁、後藤励︓成⼈眼科検診による眼科疾患の重症化予防効果及び医療経済学的評価のための研究. 厚⽣労働
科学研究費補助⾦ 循環器疾患・糖尿病等⽣活習慣病対策総合事業 「成⼈眼科検診による眼科疾患の重症化予防効果及び医療経済学的評価のための研究」（研究代表者︓
⼭⽥昌和19FA1010）令和1年度総括研究報告書︓2020

その他
（広報活動を含む）

65
三宅貴之、佐藤栄治、野原康弘、平塚義宗︓眼科医療需要の将来変化と施設必要量に関する分析⽅法についての検討. 国⽴研究開発法⼈ ⽇本医療研究開発機構(AMED) 障
害者対策総合研究開発事業「スマートサイトによるロービジョンケアの連携システム構築に関する研究」（研究代表者︓平塚義宗 17-19dk0310183）平成29〜令和元年度　委託
研究成果報告書︓2020

その他
（広報活動を含む）

66
野原康弘、佐藤栄治、三宅貴之、平塚義宗︓ロービジョンケア施設の距離的アクセシビリティの評価1. 現状分析. 国⽴研究開発法⼈ ⽇本医療研究開発機構(AMED) 障害者対策
総合研究開発事業「スマートサイトによるロービジョンケアの連携システム構築に関する研究」（研究代表者︓平塚義宗 17-19dk0310183）平成29〜令和元年度　委託研究成果
報告書︓2020



その他
（広報活動を含む）

67
佐藤栄治、野原康弘、三宅貴之、平塚義宗︓ロービジョンケア施設の距離的アクセシビリティの評価2. 介⼊時の予測分析. 国⽴研究開発法⼈ ⽇本医療研究開発機構(AMED) 障
害者対策総合研究開発事業「スマートサイトによるロービジョンケアの連携システム構築に関する研究」（研究代表者︓平塚義宗 17-19dk0310183）平成29〜令和元年度　委託
研究成果報告書︓2020

その他
（広報活動を含む）

68 ⼩野純治, ⼟⾄⽥ 宏, 太⽥ 俊彦︓レンティスコンフォートとテクニスシンフォニーVBの臨床成績⽐較. 眼臨紀. 2020; 13(6): 443

その他
（広報活動を含む）

69 堀　裕⼀, ⼟⾄⽥　宏︓⽬のケアは潤すだけではない。⾓膜の傷をケアする時代へ。〜⽬を酷使している⼈の73％が⾓膜に傷がついていた︕⾓膜の傷がわかるチェックリスト＆⾓膜ケア⽅
法を紹介．Asahi.com &M 2020年11⽉12⽇配信

その他
（広報活動を含む）

70 猪俣武範. 順天堂⼤学医学部同窓会学術奨励賞. 順天堂⼤学医学部同窓会. 2020年11⽉.

その他
（広報活動を含む）

71 猪俣武範. ドライアイリサーチアワード2020ドライアイベストリサーチアワード. ドライアイ研究会. 2020年10⽉.

その他
（広報活動を含む）

72 Inomata T. Japan XR Science Forum 2020 Presentation Award. Japan XR Science Forum. 2020. July.

その他
（広報活動を含む）

73 猪俣武範︓第60回宇部興産学術振興財団 奨励賞受賞. 宇部興産学術振興財団. 2020年6⽉.

その他
（広報活動を含む）

74 猪俣武範2020年度学術奨励賞(医学研究助成). ⼀般財団法⼈ 近藤記念医学財団. 2020年12⽉.

その他
（広報活動を含む）

75 奥村雄⼀︓2019年度順天堂⼤学医師会「ベストクリニカルフェロー賞」 受賞 2020年7⽉

その他
（広報活動を含む）

76 平形寿彬: 2019年度⽇本眼科アレルギー学会優秀賞 2020年表彰
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